
（新潟県）

豪
雪
地
帯
の
宿
命
を
強
み
に
変
換 

構
築
さ
れ
た
豊
か
な
雪
国
文
化

　

新
潟
県
南
部
に
位
置
し
、
市
域
の
一
部
が
長
野

県
と
接
す
る
十
日
町
市
は
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
４
月
１
日
、
旧
十
日
町
市
（
昭
和
29
／
１
９
５
４

年
市
制
施
行
）
と
旧
中
魚
沼
郡
川
西
町
お
よ
び
中
里

村
、
旧
東
頸
城
郡
松
代
町
お
よ
び
松
之
山
町
の
１

市
３
町
１
村
の
合
併
に
よ
り
、
新
生
十
日
町
市
と

し
て
の
歩
み
を
開
始
し
た
。
昨
年
（
令
和
７
／

２
０
２
５
年
）
４
月
１
日
に
は
、
新
市
の
誕
生
20
周

年
の
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

　

平
成
17
年
の
合
併
の
結
果
、
十
日
町
市
の
面
積
は

約
５
９
０
㎢
と
な
り
、
旧
十
日
町
市
の
約
２
・
８
倍

に
ま
で
拡
大
。
東
京
23
区
を
含
む
全
国
８
１
５
市
区

の
う
ち
１
０
８
位
に
相
当
す
る
広
さ
だ
。

　

人
口
に
つ
い
て
は
昨
年
12
月
31
日
現
在
で

４
万
５
９
９
２
人
（
住
民
基
本
台
帳
／
外
国
人
居
住

者
も
含
む
）。
現
十
日
町
市
エ
リ
ア
の
人
口
は
、
今

か
ら
76
年
前
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
の
10
万 

４
３
１
８
人
が
ピ
ー
ク
で
、
平
成
17
年
の
合
併
時
は

６
万
２
０
５
８
人
だ
っ
た
。

　

高
齢
化
率
は
松
之
山
地
域
で
57
・
７
％
、
松
代

地
域
で
50
・
１
％
に
達
し
、
市
域
全
体
の
平
均
で

も
令
和
２（
２
０
２
０
）年
の
段
階
で
39
・
９
％
と
、

県
内
２
番
目
の
高
さ
で
推
移
し
て
い
る
（
高
齢
化
率

は
【
第
３
期
十
日
町
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
／
令
和
７
年

３
月
策
定
】よ
り
）。

　

十
日
町
市
の
人
口
面
に
お
け
る
こ
う
し
た
現
況

は
、
少
子
高
齢
化
お
よ
び
人
口
減
少
、
過
疎
化
な

ど
の
観
点
か
ら「
日
本
の
近
未
来
の
様
相
を
映
し
出

す
鏡
」と
も
さ
れ
る
。
一
方
で
は
そ
う
し
た
状
況
を

は
ね
返
す
べ
く
、
多
彩
な
地
域
振
興
施
策
・
事
業

が
実
施
さ
れ
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
成
果
を

挙
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
「
高
齢
化
先
進
都
市
」
と

も
評
さ
れ
る
。

　

実
際
、
十
日
町
市
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や

令和7年11月1日に開催された「新市誕生20周年記念式典」（越
後妻有文化ホール・十日町市中央公民館「段十ろう」にて）

関
せきぐち

口
よしふみ

史
十日町市長

関
係
人
口
増
大
と
に
ぎ
わ
い
創
造
で
図
る
新
た
な
人
流

元
気
な
ま
ち
の
源
泉
は
ア
ー
ト
と
地
域
資
源
の
利
活
用

松之山地域の丘陵地帯に広がるブナ林はその美しさから「美人
林」と呼ばれている。四季折々の劇的な変化が観光客に大人気
だ（写真は春景色）

市 政 ル ポ 十
と お か ま ち

日町市
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高
齢
化
が
目
立
つ
形
で
進
む
半
面
、
近
年
、
子
育

て
支
援
や
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進
な
ど
地

道
な
努
力
と
と
も
に
、
現
状
で
考
え
得
る
限
り
の

豊
富
な
地
域
資
源
（
財
産
）
を
活
用
し
た
多
彩
な
地

域
活
性
化
施
策
・
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。

　

十
日
町
市
の
豊
富
な
地
域
資
源
を

象
徴
す
る
の
は「
豪
雪
」だ
。
周
知
の

通
り
、
十
日
町
市
の
位
置
す
る
魚
沼

地
方
は
、
日
本
有
数
の
米
作
地
帯
で

あ
る
と
同
時
に
「
名
に
し
負
う
豪
雪

地
帯
」と
し
て
も
知
ら
れ
て
き
た
。

　

十
日
町
市
お
よ
び
魚
沼
地
方
の
豪

雪
ぶ
り
は
、
十
日
町
市
の
毎
冬
の
除

雪
事
業
の
予
算
が
約
20
億
円
～
30
億

円
に
達
し
、
そ
の
う
ち
市
の
負
担
分

は
約
10
億
円
～
20
億
円
に
上
る
と
い

う
例
を
挙
げ
た
だ
け
で
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
十
日
町

市
に
お
け
る
近
年
の
年
間
予
算
規
模
（
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
平
均
的
な
合
計
）
は
５
０
０
億
円
弱
で

推
移
し
て
い
る
が
、
年
間
土
木
予
算
の
３
割
～
５
割

が
除
雪
事
業
に
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
、
本
年
２
月
２
日
11
時
現
在
、
気
象

庁
の
発
表
で
は
十
日
町
市
の
積
雪
深
は
２
５
１
㎝
。

十
日
町
市
を
含
む
魚
沼
地
方
の
ひ
と
冬
の
平
均
的

な
最
大
積
雪
深
は
約
２
０
０
㎝
と
さ
れ
る
が
、
早

く
も
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。
降
雪
量
の
総
計
は

７
ｍ
～
13
ｍ
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

本
稿
掲
載
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
（
本
年
３
月
初
旬
）

に
は
、
十
日
町
市
お
よ
び
魚
沼
地
方
の
積
雪
量
は

ど
れ
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

取
材
日
は
令
和
７
年
11
月
25
日
で
、
今
冬
の
初

雪
は
例
年
よ
り
若
干
早
め
の
11
月
18
日
だ
っ
た
。

そ
の
後
は
降
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
最
初
に
訪

れ
た
松
代
地
域
の
日
陰
で
は
、
20
～
30
㎝
ほ
ど
の

残
雪
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
第
三
セ
ク

タ
ー
・
北
越
急
行（
ほ

く
ほ
く
線
）
の
十
日

町
駅
前
か
ら
市
役
所

周
辺
に
至
る
中
心
市

街
地
で
は
、
雪
下
ろ

し
の
し
や
す
い
急
傾

斜
の
屋
根
を
持
ち
、

１
階
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
で
玄
関
が
２

階
部
分
に
あ
る
独
特

な
様
式
の「
高
床
式
・
落
雪
式
住
宅
」の
１
階
の
窓
な

ど
が
、
既
に
板
で
覆
わ
れ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

た
。
庭
木
に
も
雪
よ
け
の
板
や
棒
な
ど
の「
雪
囲
い
」

が
な
さ
れ
、
寺
院
の
山
門
前
や
境
内
に
た
た
ず
む
地

蔵
尊
も
、
頭
部
が
手
作
り
の
か
わ
い
い
防
寒
頭
巾
で

守
ら
れ
て
い
た
。

　

水
を
随
時
噴
出
し
、
道
路
の
雪
を
溶
か
す
「
消
雪

パ
イ
プ
」
の
試
験
も
、
11
月
12
日
付
「
十
日
町
市
公

式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
と
、
駅
周
辺
や
中
心

市
街
地
で
既
に
開
始
さ
れ
て
い
た
。

　

11
月
下
旬
の
十
日
町
市
は
こ
の
よ
う
に
、
冬
本

番
に
向
け
、
早
く
も
「
準
備
万
端
」
の
様
相
を
呈
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
町
並
み
に
身
を
置

い
た
と
き
に
改
め
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
名
著
『
北
越
雪
譜
』（
鈴
木
牧
之
・
著
）
の

こ
と
だ
。

うんどう広場・あそび広場・会議室・多目的室などで構
成される十日町市児童センター「めごランド」は、厳冬期
にも遊べる小学生以下が対象の通年施設

雪の壁の中を行く小学生たちの登校風景。雪国十日町の昔から変わ
らない、これも原風景の一つ

信濃川の河岸段丘を覆う純白の雪景色。十日町の冬の原風景の
一つだ

廃校となった小学校を活用した「雪原学舎」は、グランピ
ング＆キャンプを通じて、雪国の冬の暮らしを模擬体験
できる交流拠点の一つだ

十日町市

新潟市
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『
北
越
雪
譜
』に
は
十

日
町
市
も
含
む
魚
沼
地

方
（
鈴
木
牧
之
は
十
日

町
市
に
隣
接
す
る
現
南

魚
沼
市
塩
沢
に
在
住
し

た
縮
仲
買
商
・
質
屋
）

に
暮
ら
す
人
々
が
、
雪

に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
雪

を
懸
命
に
活
用
し
、
あ

る
い
は
雪
に
生
か
さ
れ

る
暮
ら
し
を
通
じ
て
、

地
場
産
業
か
ら
子
ど
も

の
遊
び
に
至
る
ま
で
の

豊
か
な
《
雪
国
の
生
活

文
化
》
を
構
築
し
て
き

た
様
子
が
活
写
さ
れ
て

い
る
。

　

実
際
問
題
、
産
業
面

に
焦
点
を
絞
れ
ば
、
現

代
に
お
い
て
も
工
業
製
品
の
製
造
か
ら
、
米
作
り
、

酒
造
り
、
野
菜
づ
く
り
な
ど
に
至
る
ま
で
、
冬
季

に
降
り
積
も
っ
た
雪
が
生
み
出
す
雪
解
け
水
や
雪

解
け
水
か
ら
生
成
さ
れ
る
地
下
水
の
利
活
用
を
抜

き
に
は
、
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

魚
沼
地
方
の
も
う
一
つ
の
伝
統
産
業
「
越
後
上
布

（
奈
良
時
代
か
ら
生
産
さ
れ
て
き
た
高
級
麻
織
物
／

重
要
無
形
文
化
財
）」や「
越
後
縮
」、
さ
ら
に「
絹
織

物
」
な
ど
の
織
物
産
業
も
、
そ
の
発
展
史
に
は
雪
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
越
後
上
布
の
仕

上
げ
作
業
に
は
、
か
つ
て
雪
の
上
で
天
日
に
さ
ら

す
「
雪
さ
ら
し
」
が
不
可
欠
だ
っ

た
。
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す

い
冬
季
も
、
積
雪
が
適
度
な
湿
気

を
も
た
ら
す
た
め
、
加
工
の
際
に

切
れ
や
す
い
絹
糸
を
切
れ
に
く
く

さ
せ
る
効
果
を
発
揮
す
る
な
ど
、

雪
は
絹
織
物
の
産
地
と
し
て
の
十

日
町
市
の
強
み
を
も
支
え
て
き

た
。

　

冬
季
に
蓄
積
さ
れ
た
雪
は
雪
室

に
保
存
す
る
こ
と
で
、
天
然
の
冷

蔵
施
設
と
も
な
る
。
そ
の
技
術
は

時
代
と
と
も
に
進
化
し
な
が
ら
継
承
さ
れ
、
現
在

で
は
米
な
ど
の
農
産
物
や
酒
の
保
存
だ
け
で
な
く
、

ク
リ
ー
ン
な
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
多
彩
な

活
用
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　

近
代
以
前
に
お
け
る
米
や
酒
、
織
物
な
ど
の
特

産
品
を
運
ぶ
水
運
の
大
動
脈
と
し
て
の
信
濃
川
の

重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
を
支
え
た

の
も
、
大
量
の
降
雪
が
も
た
ら
す
、
年
間
を
通
じ

て
の
豊
か
な
水
量
だ
っ
た
。

　

十
日
町
市
で
大
正
時
代
に
創
業
さ
れ
た
老
舗
の

着
物
メ
ー
カ
ー
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、
同
社
へ
の

勤
務
経
験
を
持
つ
関
口

史
十
日
町
市
長
（
平
成
21

／
２
０
０
９
年
５
月
に
就
任
、
昨
年
５
月
か
ら
５

期
17
年
目
）
も
、
見
方
に
よ
っ
て
は
宿
命
と
も
捉
え

ら
れ
が
ち
な
豪
雪
を
「
少
し
ず
つ
生
活
の
糧
と
し
、

世
界
に
誇
れ
る
雪
国
文
化
を
構
築
し
て
き
た
先
人

た
ち
の
努
力
と
英
知
、
豊
か
な
発
想
力
に
は
、
改

め
て
感
服
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
」と
語
る
。

日
本
遺
産
と「
大
地
の
芸
術
祭
」が
示
す 

雪
国
・
十
日
町
市
の
モ
ノ
と
コ
ト

　

十
日
町
市
を
は
じ
め
と
す
る
魚
沼
地
方
の
豊

ほ
う
じ
ょ
う饒

な
雪
国
文
化
は
今
日
、《
日
本
遺
産
～
究
極
の
雪
国

と
お
か
ま
ち 

真
説
！
豪
雪
地
も
の
が
た
り
～
》
の

ス
ト
ー
リ
ー
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
種
取
り
組
み
、

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
級
の
国
際
芸

術
祭
《
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
》（
以
下
、
大
地
の
芸
術
祭
／
開
催
地
は

十
日
町
市
お
よ
び
隣
接
す
る
津
南
町
）
の
基
本
理
念

「
人
間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
な
ど
に
集
約
・
シ

ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
、
新
た
な
息
吹
の
生
成
と
と
も

に
、
多
彩
に
発
信
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
同
時
に
、
関
口
市
長
が
就
任
以
来
の
一

貫
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
掲
げ
る
「
Ｕ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進
」「
怒
涛
の
人
の
流
れ
の
創

近代以前の織物産業を底辺から支えたのは雪国の農家の人々。織物は田畑が雪に覆われた冬の重要
な収入源でもあった（十日町市博物館TOPPAKU）

縄文遺跡「笹山遺跡」から出土した5000年前の国宝・火焔型土
器（新潟県笹山遺跡出土深鉢型土器／十日町市博物館）
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十日町市　市 政 ル ポ

（新潟県）

出
」「
脱
炭
素
社
会
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
を
目
指

し
、
実
現
す
る
た
め
の
源
泉
・
原
動
力
と
も
な
っ

て
い
る
。

　
「
物
事
に
は
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
両
面

あ
る
訳
で
す
が
、
十
日
町
市
や
魚
沼
地
方
に
関
し

て
い
え
ば
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
『
豪
雪
』
な
の

で
す
。
そ
し
て
、
良
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
は
、
得

て
し
て
地
元
の
人
々
に
は
見
え
に
く
く
、
マ
イ
ナ

ス
の
部
分
ば
か
り
が
目
に
つ
い
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
長
い
歴
史
の
結
果
に
培
わ
れ

て
き
た
十
日
町
市
お
よ
び
魚
沼
地
方
独
自
の
雪
国

文
化
も
、
地
元
で
は
あ
ま
り
自
慢
で
き
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
る
傾
向
が
比
較
的
最
近
ま
で
あ
り

ま
し
た
。
過
疎
化
の
急
激
な
進
展
な
ど
の
影
響
も

あ
っ
て
か
、
地
域
全
体
が
少
々
自
信
を
失
っ
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
外
部
の
人
に
地
元
の
良

い
と
こ
ろ
を
褒
め
ら
れ
る
と
、
よ
う
や
く
、『
あ
あ
、

そ
う
だ
っ
た
か
な
』
と
気
づ
い
て
、
自
信
が
少
し
回

復
す
る
。

　

私
自
身
、
Ｕ
タ
ー
ン
組
の
１
人
で
、
地
元
へ
の

客
観
的
な
視
点
を
比
較
的
持
っ
て
い
た
せ
い
か
、

子
ど
も
の
頃
に
離
れ
た
十
日
町
市
に
、
平
成
７

（
１
９
９
５
）
年
に
22
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
当
初

は
、
周
囲
の
人
た
ち
と
話
し
て
い
て
そ
の
こ
と
を
常

に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
日
で
は
国
際
的
な
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る『
大
地
の
芸
術
祭
』も
始
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
心
あ
る
人
た
ち
も
現
状
の
ま
ま

で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
つ
つ
、
活
気
を
失
っ
て
い
く
地

元
に
向
け
た
有
効
な
打
開
策
を
見
い
だ
せ
な
い
で
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
関
口
市
長
）

　

関
口
市
長
は
十
日
町
市
に
生
ま
れ
た
が
、
中
学

生
の
時
に
東
京
に
転
出
。
家
業
の
着
物
メ
ー
カ
ー

の
東
京
出
張
所
で
生
活
し
な
が
ら
、
東
京
の
中
学
・

高
校
・
大
学
を
卒
業
後
、
大
手
証
券
会
社
に
就
職
。

同
社
の
イ
ギ
リ
ス
現
地
法
人
へ
の
出
向
な
ど
を
経

て
、
平
成
７
年
に
「
父
や
兄
弟
が
亡
く
な
り
、
母
親

が
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
帰
郷
し
、
家
業

に
従
事
」（
関
口
市
長
）す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
町

村
合
併
の
３
年
前
に
当
た
る
平
成
14
（
２
０
０
２
）

年
３
月
に
退
職
す
る
ま
で
、
地
元
青
年
会
議
所
の

活
動
な
ど
を
通
じ
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
家
業

の
着
物
メ
ー
カ
ー
を
退
職
後
の
進
路
は
、
旧
十
日

町
市
の
助
役
だ
っ
た
。

　
「
当
時
の
十
日
町
市
長
の
お
誘
い
に
よ
る
も
の
で

し
た
が
、
平
成
17
年
春
の
市
町
村
合
併
に
伴
う
市

長
選
挙
で
、
そ
の
市
長
さ
ん
が
落
選
し
た
こ
と
か

ら
、
私
も
失
職
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
数
カ
月
後
に
は
、
三
条
市
の
当
時
の
市
長

か
ら
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
三
条
市
の
収
入
役

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
条
市
で
は

２
人
の
市
長
の
下
で
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
ま

で
３
年
間
に
わ
た
り
収
入
役
を
務
め
ま
し
た
」（
関

口
市
長
）

　
「
生
き
馬
の
目
を
抜
く
」
と
も
表
現
さ
れ
る
大
手

証
券
会
社
へ
の
長
年
に
わ
た
る
勤
務
を
経
て
、
家

業
を
手
伝
う
べ
く
帰
郷
し
て
か
ら
14
年
目
の
平
成

21
年
４
月
、
関
口
市
長
は
十
日
町
市
の
市
長
選
挙

大地の芸術祭企画展「こたえは風に吹かれている」� Photo by Nakamura Osamu

「大地の芸術祭」に出品された野外常設のアート作品や新緑、美しい棚田の景色を眺
めながら行われる「越後まつだい春の陣トレイルランレース」
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に
初
出
馬
し
て
当
選
。
前
述
の
よ
う
に
５
期
17
年

目
の
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
「
自
治
体
の
助
役
や
収
入
役
、
ま
し
て
や
、
ふ

る
さ
と
の
ま
ち
の
市
長
に
な
る
な
ど
、
帰
郷
し
た

当
時
は
全
く
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
や
、
助
役
・
収
入
役

と
し
て
の
６
年
間
の
行
政
経
験
を
経
て
、
周
囲
の

勧
め
も
あ
り
、
市
長
選
に
挑
戦
す
る
覚
悟
を
決
め

ま
し
た
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
基
盤
に
つ
い
て
は
、
多
少
の

表
現
の
違
い
が
そ
の
時
々
で
あ
る
に
し
て
も
、
十

日
町
市
の
持
続
可
能
な
近
未
来
を
実
現
す
る
た
め

に『
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進
』『
怒
涛
の
人
の

流
れ
の
創
出
』『
脱
炭
素
社

会
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
』

を
目
指
す
と
い
う
芯
の
部

分
は
、
一
貫
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
」（
関
口
市
長
）

　

こ
の
一
貫
し
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
背
景
に
は
、

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年

か
ら
は
じ
ま
り
、
令
和
６

（
２
０
０
４
）
年
ま
で
に

９
回
を
数
え
て
国
際
的

評
価
も
高
い
「
大
地
の
芸

術
祭
」
の
成
果
と
、
令
和

２
年
に
認
定
さ
れ
た
「
日

本
遺
産
」
の
要
件
に
改
め

て
掲
げ
ら
れ
た
、
地
域
資

源（
財
産
）と
し
て
の「
雪

国
文
化
」
の
存
在
と
が
、
土
台
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
大
地
の
芸
術
祭
」か
ら
派
生
す
る 

交
流
・
関
係
人
口
の
新
し
い
カ
タ
チ

　
「
日
本
遺
産
」
の
認
定
要
件
で
も
あ
る
、
雪
国
な

ら
で
は
の
昔
か
ら
の
生
活
の
知
恵
や
工
夫
、
豪
雪

地
だ
か
ら
こ
そ
発
展
し
た
産
業
な
ど
に
つ
い
て
は

既
に
概
略
を
述
べ
た
。
十
日
町
市
の
魅
力
の
も
う

一
つ
の
発
信
源
と
な
っ
て
い
る
「
大
地
の
芸
術
祭
」

は
、
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
直
し
、
地
域
の
人
々

の
自
信
と
誇
り
を
再
醸
成
す
る
手
段
と
し
て
の

ア
ー
ト
の
役
割
と
無
限
の
可
能
性
を
示
し
た
と
い

う
意
味
に
お
い
て
も
、
画
期
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　
「
大
地
の
芸
術
祭
」の
後
に
誕
生
し
、
現
在「
日
本

の
三
大
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は

い
ず
れ
も
北
川
フ
ラ
ム
氏
）」
と
し
て
、「
大
地
の
芸

術
祭
」
と
同
様
、
３
年
に
１
度
ず
つ
開
催
さ
れ
て
い

る「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」（
四
国
側
の
高
松
港
、
本

州
側
の
宇
野
港
と
そ
の
間
に
点
在
す
る
瀬
戸
内
海

の
島
々
で
開
催
）
お
よ
び
「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」

（
石
川
県
珠
洲
市
全
域
で
開
催
）
が
、
や
は
り
国
内

外
か
ら
毎
回
多
く
の
人
々
を
引
き
付
け
て
い
る
の

を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、「
大
地
の
芸
術
祭
」
は

現
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
コ
ン
テ
ン
ツ
「
ア
ー
ト

の
ま
ち
づ
く
り
」の
ま
さ
に
先
駆
け
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
９
回
開
催
さ
れ
た
「
大
地

の
芸
術
祭
」
の
入
込
客
数
は
平
均
で
40
万
人
以
上
。

直
近
の
第
９
回
展
（
令
和
６
年
）
は
約
４
カ
月
の
会

期
中
に
約
55
万
人
の
交
流
人
口
が
見
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
回
を
重
ね
る
ご
と
に
地
域
に
蓄
積
さ
れ

る
ア
ー
ト
作
品
の
数
は
会
期
中
の
記
憶
と
共
に
増

え
て
い
き
、
新
た
な
地
域
財
産
と
な
っ
て
い
く
。

そ
の
循
環
は
、
大
地
の
芸
術
祭
が
あ
る
限
り
、
エ

ン
ド
レ
ス
に
続
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、「
芸
術
祭
に
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
か
ら
関
わ
る
人
々
の
数
が
増
え
る
と
と
も

に
、
市
民
の
間
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
地
域
愛
や
、

外
部
か
ら
訪
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
、
さ
ら
に
は
増
加
し
続
け
る
来
訪
者
と
、

マ・ヤンソン/MADアーキテクツ「Tunnel of Light」（大地の芸術祭作品）
Photo by Yamada Tsutomu

農舞台と花咲ける妻有� Photo by Nakamura Osamu
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（新潟県）

市
民
と
の
交
流
が
生
み
出
す
化
学
反
応
」（
関
口
市

長
）だ
。

　

そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
、「
大
地
の
芸
術
祭
」

か
ら
誕
生
し
た
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
実
業
団
チ
ー
ム

「
Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有
」
の
存
在
は
、「
大
地
の
芸
術
祭
」

か
ら
派
生
し
た
「
関
係
人
口
お
よ
び
移
住
・
定
住
人

口
の
創
出
の
た
め
の
新
た
な
カ
タ
チ
」
と
も
い
う
べ

き
、
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
の
一
つ
と
い
え
る
。

　
「
Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有
の
存
在
は
確
か
に
、
移
住
・
定

住
の
形
態
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
ユ
ニ
ー

ク
で
す
。
彼
女
た
ち
は
、
元
々
は
『
な
で
し
こ
リ
ー

グ
』
へ
の
参
戦
を
目
標
と
す
る
実
業
団
の
女
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
で
す
。
同
時
に
、
十
日
町
市
の
地
域
財

産
で
あ
る
棚
田
（
ま
つ
だ
い
棚
田
バ
ン
ク
）
を
維
持

す
る
、
農
の
担
い
手
と
し
て
全
国
か
ら
移
住
し
て

き
た
就
農
者
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
『
大
地
の
芸
術

祭
』
が
開
催
さ
れ
る
と
き
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と

し
て
機
能
し
、
日
常
的
に
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど

へ
の
参
加
を
通
じ
て
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
こ
な
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
サ
ッ
カ
ー
と
農
業
、
地
域

振
興
を
職
業
と
す
る
実
業
団
チ
ー
ム
へ
と
、
多
彩

に
進
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
『
大
地
の
芸
術
祭
』
を

キ
ッ
カ
ケ
に
派
生
し
た
も
の
で
す
が
、
全
国
に
数

あ
る
『
担
い
手
の
い
な
い
里
山
』
の
環
境
を
維
持
す

る
た
め
の
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
も
な
り
得
る
取
り

組
み
と
自
負
し
て
い
ま
す
」（
関
口
市
長
）

　

さ
ら
に
、
十
日
町
市
は
日
本
遺
産
の
認
定
を
受

け
た
令
和
２
年
に
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」の
宣
言
も
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
先
人
た
ち
が

培
っ
た
「
雪
国
文
化
」
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
継
承
し
、
豪
雪
地
の
里
山
の
環
境
を
独
自

の
手
法
で
積
極
的
に
維
持
・
活
用
す
る
現
況
の
態

勢
こ
そ
は
、
そ
の
ま
ま
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ヘ
の
各
種
の
取
り
組
み
に
も
有
効
で
、

な
お
か
つ
持
続
可
能
な
近
未
来
に
続
く
道
筋
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

先せ
ん
べ
ん鞭

と
も
な
っ
た
「
大
地
の
芸
術
祭
」
が
持
つ
地
域

振
興
に
お
け
る
革
新
性
が
評
価
さ
れ
、
令
和
３

（
２
０
２
１
）
年
に
は
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
が

推
進
す
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
地
域
共

創
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
連
携
先
の
一
つ
と

し
て
「
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
」
が
選
定
さ
れ

て
い
る
。

　

雪
国
の
伝
統
的
な
暮
ら
し
の
現
代
的
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
、
ア
ー
ト
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
よ
る
地
域
の
魅
力
発
信
、
多
彩
な
手
法
に

よ
る
関
係
人
口
と
移
住
・
定
住
人
口
の
拡
大
な
ど
、

十
日
町
市
の
多
岐
に
わ
た
る
活
性
化
施
策
が
「
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進
」「
怒
涛
の
人
の
流
れ

の
創
出
」「
脱
炭
素
社
会
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」と
い

う
目
標
を
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
推
進

力
を
付
加
し
つ
つ
、
実
現
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　

大
き
な
期
待
と
共
に
、
今
後
の
推
移
・
発
展
を

待
ち
た
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
７
年
11
月
25
日
）

芸術・文化振興の拠点施設・文化ホールと中央公民館機能が合体した「越後妻有文
化ホール・十日町市中央公民館『段十ろう』」は、中心市街地のにぎわい創出のため
の交流施設

担い手のない棚田を維持しながら、地域振興や大地の芸術祭の運営にも関わる
ために移住してきた女子サッカー選手たちで構成される「FC越後妻有」は全国
的にもユニークな実業団チーム
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